
一般財団法人 2028 年技能五輪国際大会日本組織委員会 

資金運用に関する規程 

 

（目 的）  

第１条 この規程は、一般財団法人 2028 年技能五輪国際大会日本組織委員会（以下「この法

人」という。）会計処理規程第 25 条に基づく資金運用に関し必要な事項を定めることを目

的とする。  

 

（運用の範囲）  

第２条 運用の対象とする財産（以下「資金」という。）は、以下とする。  

(1) 基本財産（定款第６条に定める財産をいう。）  

(2) その他資産  

 

（運用の基本原則)  

第３条 資金の運用について、会長は、善良なる管理者の注意義務を払うとともに、この法

人のために定款及び法令に従い、忠実に職務を執行しなければならない。  

 

（運用期間）  

第４条 資金の運用期間は原則として次のとおりとする。  

 (1) 短期運用資金１年以内  

  (2) 長期運用資金１年超  

２ 前項の規定にかかわらず、金利状況等により資金の運用期間を変更することができる。  

 

（運用の基本方針）  

第５条 基本財産は、円建ての預貯金、国債、政府保証債又は地方債にて元本返還が確実な

方法で運用を行う。  

２ その他の財産は、元本返還の確実性が高く、かつ可能な限り高い運用益が得られる方法

で運用を行う。  

 

（資金の運用対象）  

第６条 資金の運用対象は、次に掲げるものとする。  

(1) 預金・貯金  

(2) 国債  

  (3) 政府保証債  

  (4) 地方債  

  (5) 公社債投資信託（社債を除く。）  



 (6) 金銭信託  

 

（会長の職務） 

第７条 会長は、当法人の資金の管理運用に係る業務を適正かつ確実に執行させるため、理

事の中から資金運用管理者を任命する。 

２ 会長は、資金運用管理者を監督し、必要に応じて報告を求め、適切な指示をしなければ

ならない。 

 

（資金運用管理者の職務） 

第８条 資金運用管理者は、翌事業年度における運用債券、運用金額、利率、運用利息、運

用期間等を記載した資金運用の計画（以下「資金運用計画」という。）を当該年度の予算

を審議する理事会までに作成し、会長の承認を得なければならない。 

２ 資金運用管理者は、運用対象のリスクを把握するとともに、日ごろからリスク管理に必

要な情報を収集しなければならない。 

３ 資金運用管理者は、少なくとも各事業年度の半期に１回又は必要に応じて随時、会長に

対して、資金運用に関する状況を報告しなければならない。 

４ 資金運用管理者は、資金の管理運用に関する職務を的確に行うため、必要な知識の向上

に努めなければならない。 

 

（資金運用計画） 

第９条 会長は、翌事業年度における予算を審議する理事会において、資金運用計画を審議

し、決定するものとする。 

２ 会長は、前項の規定により決定した資金運用計画が、資金運用環境の変化その他の特別

の事情によりその実施が困難又は不適切と判断した場合は、これを変更することができ

る。 

３ 会長は、前項の規定により資金運用計画を変更した場合には、変更後最初に開催される

理事会において、その内容及び理由を報告しなければならない。 

 

（運用の方法）  

第 10条 資金の運用にあたっては、流動性、安全性、収益性等のバランスの配慮に努めるも

のとする。なお、資金の運用について専門的な識見を必要とする場合には、資金運用管理

者は有識者等から助言を受け、着実な運用に努めなければならない。  

 

（理事会等への報告） 

第11条 会長は、少なくとも年１回又は必要に応じて随時、理事会において、資金運用の状

況を報告しなければならない。 



２ 会長は、定時の評議員会において、前事業年度の資金運用の経過及び結果を報告しなけ

ればならない。 

 

（非常時の対応） 

第12条 資金運用管理者は、資金運用に関して重大な変動が生じた場合には、直ちに会長と

協議し、適切な措置を講じなければならない。 

２ 会長は、前項の規定により措置を講じた場合には、その結果を速やかに理事会及び評議

員会に報告するものとする。 

 

（改 廃）  

第 13条 この規程の改廃は、理事会の決議を経て行う。  

 

附 則 

この規程は、令和７年８月７日から施行する。 

 

附 則 

この規程は、令和８年５月 29日から施行する。 

 


